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１．銀行を取り巻くマクロ的な課題

　まず初めに、日本の銀行を取り巻くマクロ的な

要因（経済・産業）について考察したい。銀行業

の業績は、古今東西、各営業地域のマクロ的要因

に大きな影響を受け、そこから逃れられないから

だ。日本の地方銀行（以下、地銀）の場合もその

例外ではない。本章では銀行に影響を与えるマク

ロ的な要因として、１）民間部門の資金過不足状

況と ２）人口動態の二つを取り上げたい。また、

地銀の信用力を考察する際には、各地方の差異を

認識することも重要である。一口に地方といって

も、各地の経済成長率はマチマチであるからだ。

そのため、本稿では考察の一例として各都道府県

の経済成長率（長期）とそれに影響を与え得る要

因についても記載した。今後の経済成長を左右す

る要因は人口動態だけではないことを再認識し、

各地銀が取引先の育成を通じて地域振興を図るこ

とは、各地銀の経営効率を向上させる有効な手法

の一つであると考えるからだ。

　図表１は、長期の民間部門（家計・企業）の資

金過不足状況と、公表値が存在する時点からの新

規貸出約定金利の推移を示している。同表は

2017年３月号本誌寄稿「マイナス金利下の邦銀

１．銀行を取り巻くマクロ的な課題
２．地域金融機関の収益性に関する国際比較
３．地銀の現状

４．株式会社としての地方銀行
５．経営変革への覚悟が求められる地方銀行

目 次

　日本のマクロ的な経済要因を考慮すると、地銀の収益低迷は当面継続することが予想される。また、現在の地
銀の収益性は、日本の大手行や他国の地域銀行との比較において低さが目立つ。しかし、地銀は協同組織でなく
株式会社である銀行だ。そして、設立根拠法たる銀行法の目的規定には、公共性と私企業性を同時に達成すべき
事が明記されている。地銀は、中長期的に存続可能な収益性向上に向けての変革が求められている。
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